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松浦市老人福祉センター（万年青荘）
利用者新年会

　１月２４日に、松浦市老人福祉センター（万年青荘）で新年会を開催しました。
　利用者による日本舞踊やカラオケが披露され、お弁当を食べながら楽しいひと時
を過ごされました。
　当日は、松浦市長さんも皆さんと一緒になって最後まで参加され、盛会のうちに
終わることができました。

編集・発行／社会福祉法人 松浦市社会福祉協議会  
　　　　　  　　　　　　 松浦市志佐町里免347番地 4　　（0956）72-0788　　72-0649
　　　　　  　　　　　　 E-mail:matsuura@fukushi-net.or.jp
　　　　　  　　　　　　 URL:https://www.matsuura-shakyo.com

この広報紙は、皆さまから寄せられた会費、共同募金・寄付金などで
作成しています。
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福祉体験学習
　１月１５日と１７日の２日間、志佐小学校（４年生）で福祉体験学習のお手伝いを

させていただきました。

　車いす、高齢者疑似体験セットを着用して、歩行や介助を体験していただくこ

とで、介護・福祉への興味・関心を持っていただき、相手のことを思いやる心を育てることができたのではな

いでしょうか。

　社会福祉協議会では、市内の小・中・高等学校や地域からの「福祉体験学習をしたい」などのご相談に

ついて、時期、学習のねらいなどをお伺いしたうえで、効果的な学習となるようサポートします。高齢者や障

がいのある方と接したり、地域にはいろいろな立場の方が住んでいることを学び、ともに生きることの大切さを

知り、心の育成をお手伝いいたします。

１．こんなお手伝いができます　　　　２．貸出器具
　○企画全体の内容に関するアドバイス　　　  ○車いす
　○体験に必要な器具の貸し出し　　　　　  　○アイマスク
　○職員を派遣した福祉体験のお手伝い　　  　○高齢者疑似体験セット
　

※体験学習には事前の打ち合わせなどが必要ですので、開催の１ヶ月前までには、お問い合わせ下さい。

　このたび、松浦市と松浦市社会福祉協議会は、災害発生時に迅速かつ効果的な支援活動を行うため、

「災害ボランティアセンター設置及び運営に関する協定書」を締結しました。

　この協定は、大規模災害が発生した際に、被災者支援や復旧活動を円滑に進めるために、松浦市と

社会福祉協議会が協力して災害ボランティアセンターを設置・運営することを目的としています。災害時

には、多くのボランティアが必要となりますが、センターが設

置されることで、受け入れ体制や支援活動の調整がスムーズ

に行われることが期待されます。

　締結式は３月２１日に松浦市役所で執り行われ、友田市長と

大久保社会福祉協議会会長が協定書に署名しました。今後は、

災害時に備えた体制づくりや訓練などを通じて、さらに地域の

防災力を高めていく予定です。松浦市社会福祉協議会では、

災害時だけでなく、平常時からの防災意識の向上やボランティ

ア活動の推進にも引き続き取り組んでまいります。

　５月は日本赤十字社会員増強運動月間です！

　５月から日赤会費の募集が始まります。日本赤十字社が行う人道的な活動に必要な資金は、皆さまか

ら寄せられる「会費」によって支えられています。

　松浦市地区でも例年どおり自治会を通じて募集を行いますので、皆様のご支援ご協力をお願いいたし

ます。

松浦市と災害ボランティアセンター設置及び運営に関する協定を締結

日本赤十字社の会費募集にご協力下さい
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　昨年１０月から展開してまいりました「赤い羽根共同募金」及び「歳

末たすけあい募金」には、自治会をはじめ、企業、団体、学校、街頭、

店舗など皆さまの温かいご理解とご協力により、たくさんの善意が集

まりました。心より感謝申し上げます。

　集められた募金は松浦市の福祉団体や福祉事業、長崎県内の福

祉のために役立てられます。

赤い羽根共同募金　　３，１６０，７８１円
歳末助けあい募金　　１，００６，２７７円

赤い羽根共同募金運動結果報告

　松浦市社会福祉協議会では社協会費、赤い羽根共同募金などの地域還元事業として、次のような助成事業

を行っております。

助成事業をご活用ください助成事業をご活用ください

◇公園・広場整備事業
内　　容：市内の自治会が所有または管理してい

　　　　　る公園、広場の環境整備を支援します。

助 成 額：１０,０００円以内（年度内に１回限り）

使　　途：（例）草刈り機燃料費、作業手袋、

　　　　　遊具ペンキ購入費など

申請期日：令和７年５月31日まで

◇ボランティア活動助成制度
内　　容：市内のボランティア団体、個人を支援

　　　　　するため、活動に必要な費用または物

　　　　　品を助成します。

助 成 額：１０,０００円以内（年度内に１回限り）

使　　途：ボランティア活動に必要な物品等

申請期日：令和７年５月31日まで

※助成事業に関して詳しくは社会福祉協議会にお問い合わせ下さい。
※助成事業の申請書は最寄りの各支所またはホームページからお取り寄せできます。
※申込み多数の場合は、当社協で選定させていただきます。

令和６年度

　鷹島中学校の皆さまより、社協鷹島支所へ地域の福祉活動の一環とし

てプランターのご寄贈をいただきました。

　生徒の皆さんが心を込めて準備してくださったプランターには、美しい

花々が植えられており、地域の皆さまの心を和ませてくれることでしょう。

今回のご厚意に深く感謝申し上げます。

鷹島中学校よりプランターを寄贈



　２月14日に、長崎県経済同友会佐世保地区　吉澤代表幹事

（十八親和銀行顧問）、第一生命保険株式会社　浦部佐世保

営業支社長が松浦市役所を訪問され、フードドライブ贈呈式が

行われました。市からは友田市長、荒木子育て・こども課長、

大久保社協会長が出席しました。

　社会福祉協議会では、市と連携して、家庭で余っている食品

等をご提供いただくフードドライブ事業と、いただいた食料品等を生活困窮世帯やひとり親世帯、こども食堂

等へお渡しするフードバンク事業に取り組んでいます。SDGｓの目標「1、貧困をなくす」の実現のため、多く

の企業が取り組まれており、贈呈式ではたくさんのご寄贈をいただきました。ありがとうございました。
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寄付のお礼（令和６年１２月１１日～令和７年３月１０日）
　社協本所・各支所へお寄せいただいた寄付金は、各種福祉事業や地域福祉活動の貴重な財源として有効
に活用させていただきます。

【本　　所】
・太田　美沙子　様 （御厨・泉）
　　　　亡夫　太田　征雄　様
・谷口　スミ江　様 （調川・江口３）
　　　　亡夫　谷口　二郎　様
・西田　　武　様 （志佐・白浜）　　
　　　　亡妻　西田　さがみ　様
・川久保　千里　様 （志佐・上町）
　　　　亡義母　川久保　キサ　様
・山口　広幸　様 （志佐・蛭子崎東）
　　　　亡母　山口　百合子　様
・吉本　節子　様 （志佐・丹花）
　　　　亡夫　吉本　洋二　様

・藤本　茂人　様 （志佐・立町）　
　　　　亡母　藤本　ヤス子　様
・松本　憲継　様 （志佐・上野）　
　　　　亡義父　山田　忠市　様
・川口　ヨシゑ　様 （星鹿・北久保）
　　　　亡夫　川口　定行　様
・川久保　龍之　様（志佐・里田原１）
　　　　亡父　川久保　義之　様

【福島支所】
・山口　ヨシノ　様（福島・端）
　　　　亡子　山口　国宏　様
・松永　ミヨ子　様（福島・原）
　　　　亡夫　松永　一二　様

香典返し寄付香典返し寄付 ・前田　ミツ子　様（福島・里）
　　　　亡弟　山本　　優　様
・内田　秀文　様（福島・福崎）
　　　　亡妻　内田　順子　様

【鷹島支所】
・宮本　安美　様（鷹島・阿翁浦）
　　　　亡妻　宮本　ゆう子　様
・近藤　　保　様（鷹島・阿翁）　
　　　　亡母　近藤　ヱミ子　様
・森田　ヤサ子　様（鷹島・阿翁浦）
　　　　亡夫　森田　満徳　様
・辻畑　マサ子　様（鷹島・三里）
　　　　亡夫　辻畑　甚作　様

※希望者のみ掲載

　ボランティア活動保険は活動場所への行き帰りを含め、活動中におこったボランティア

自身のケガや、他人の身体・財物に損害を与えたときに補償される保険です。

令和７年度の「ボランティア活動保険」加入手続き受付中

◆保  険  料　　基本プラン　３５０円

　　　　　　　天災プラン　５００円

◆補償期間　　令和７年４月１日から令和８年３月３１日
　　　　　　　※期間途中の加入も保険期間は令和８年３月３１日までになります。
◆加入手続　　社協本所及び各支所にて受付をいたします。
　　　　　　　ご加入には、印鑑と掛け金が必要になります。
　　　　　　　団体でのご加入の場合には、団体の名簿が必要になります。

詳細につきましては、
お気軽に

社会福祉協議会へ
お問い合せ下さい。

食料品等の寄贈
(フードドライブ・フードバンク事業)
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